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The  Recognition of Color Names  (Part 1)

        By  FeMale University Students
Machiko  Morita e Sachiko Kagawa

      Bunka  Wemen's  Univer$ity

                                 Abstract

  Color names  pose  a  problem  of  awarene,$s  because there  is a  difference ;,n recognition  of

colors,  even  if they  have the  same  color  name,  and  because some  colors  cannot  be

recognized,  influenced by a  gap in tirne, generatien  andi  daily circumstances,  In this

study,  we  examined  the color  range  where  color  names  can  be  recognized  in our  modern

sense  and  various  factors affeeting  such  recognition  based on  a  survey  covering  women's

university  students.

  The  survey  was  carried  out  in a  way  of  selectlng  from the  proposed  153 color  chips  the

one  conforming  to each  of  105 color  names  extracted  from 
"JIS

 Z  8102". As a  result,

the  color  names  were  roughly  dlvidea into the  following three  categories:  color  names

recognized  (66.7%); color  names  recognized  vaguely  (16.2%); color  names  net

recognized  (17.1%). In addition,  after  making  a  cornparison  between all  the  celor

narnes'
 
reaction

 
range

 
and

 JIS values,
 
11.4%

 
of

 
the

 persons 
surveyed

 
showed

 
a
 

reactign

to the color  range  different from JIS values.  They  tended  to react  to the color  range

with  higher chroma  than  JIS values.

  As  the  result  of  the factor analysis  oi  the  lifeawareness survey  (18 items) carried  out

simultaneously,  8 iactors were  selected.  We  examined  the  influence of  each  iactor's
different score  recorded  by every  person surveyed  upon  reeognition  of  eolor  names,

however  there  was  ne  remarkable  chage  at  alL

  The  name  of  colors  fer use  in cosmetics  and  package  color  are  believed to affect  the

recognition  of  color  names.  Also  in the  survey's  findlngs, reaction  colors  are  in

accordance  with  colors  used  in cosmetics,  and  a  stronger  reaction  to package  color  with

high chro!na  than  original  colors  tended  to be observed.  On  the  other  hand, it is

pointed  out  that warm  colors  can  be memorized  more  easily than celd  colors,  and  this

time's  survey  also  proved  that  the  former  are  recognized  more  easily  than  the  latter.
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日訓t 色淫ρ学八
’
志　　1）

Tol．ユ3　マ o『3　（19S9）

　調査 は JIS 　Z　8102か らi⊥ 11した 1G5冶 の慣用 Ll 名に対 し ，　 k 示した 色票 （153色）か ら該

当す る色票 を杣出す る方法 で 行 っ た 。 そ の 竒こ認 ， 認 識 されて い る色名 （66．7％）， あい まい な 色

名 （16．2％ ）， 認 識 され な い 色名 （17．1％） に 大別 で きた 。 また ，

一
忍識 されて い る色名の 反 応 色

i戈を JIS 値 と比較 した 結果 ， や や 異 な っ た 色或 に 反応 を 示 した もの が 11．4％あり ， こ れ らは

：A．に JIS 値 よ り广彩度 に 反応す る 傾向が み られ た。

　同時 に 行 っ た 生活 意 識
一
円査 （18項 目） の 囚子分 1縣 。耒 で は 8 囚子が抽 出 され た。各因ゴ

ニ
に 対す

る 被 」、1査 皆の 囚子 得 点 ヂ か ら，己名 の 認 識 に 与 え る 影 響 を調 べ た が ， 1 著な 差 は 、ぶめ られ な か っ

た 。

　顔料に用 い られ る色名や パ
ッ ケージの 色 は ， 償用色名 の 認

一
曳に 勝 壽を与え る 1． Lt］と 考 え ら れ

る 。 詞 査 π
｛
］・で も反応色は顔料 の 色名 の 邑と

一
致 し，また，ニイ禾 の 色 よ り彩厩力

’
瓠長され るパ

ッ

ケージ の 色 に 反応す る傾向が み られ た。一
方，記 偲色 と して 暖色 累は 冬色系よ り覚え が よ い とさ

れ るが ， 今回 の 稲 月↓にお い て も瞬色系の 色名は 忍識され や すい 傾同が あ っ た。
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1． 緒言

　物 の 充足 した 現 在 の 日 本 は 成熬化社会 と言 わ れ，フ ァ

ッ シ ョ ン
， ラ イ フ ス タイ ル な ど さ まざま な分野で多様化

個性化が 進 展 し，感性 の 豊 か さ が求 め られて い る 。 ま た

そ れ に伴い こ れ ま で に なく色の 覃要性が増 して い る。

　 19世紀塚降，色 は合成 柔料の 発見 や 発達 に 伴 い ， 多種

多量 に作 られる こ とが 可能 に な っ た 。 色 の 表示 ， 伝 達方

法も測 色技術 が孔 達 し高度化 さ れ て きた 。 そ の な か で

慣用色名は ， 色を表す方法として 古 くか ら使用 さ れ ， 今

日 で も日常生活の み な らずフ ァ ッ シ ョ ン 界を は じめ各種

企業で 色 の 伝達，商品の イ メージ ア ッ プ の 手段と して 盛

ん に使われ ， 慣用色名で な けれ ば 果た せ な い 役割 が み ら

れ る。しか しそ の 反面，色名と色が結びつ か な くな っ た

り，色名が 同 じで も生活が 変化す る なか で，該当す る色

域 の 認識に 枳違が み られ，正 確 に 伝え る とい う点 で は他

の 方法 に 比べ 劣 っ て い る。慣用 色名の 認 識 は，生活怠 識

や 環境，さらに 時代 の 変遷 に よ る影織 を受ける もの で あ

り，同時代 に お い て は 生活環境，又 は世代間差 が大 きな

要因に な る もの と考 え られ る。そ こ で 今回 は女子学生を

対象 に 慣用 色 名の 認 載 の 澗 査 を 実施 し，JISZ8 ／02
の 色 の 三 属 性 に よ る表示記昔値 （以 ド JIS 値 と称す

る ） と比 較 を 行 い な が ら，慣用 色 名に 対 しど の よ うな 認

識 が され て い る か を生活環 鹿 と の 関連も含 め 探 っ て み

た 。

2． 調 査方法

　調査 は質 閥紙、洞査 法 に ょ り1988 年 10月 に 実施 した。 IJ、a

査対象者 は18〜19才 の 首都圏在住 の 女子大生 179 名で あ

る。

　調 査 は頂用色名に対 し，該当す る 色を カ ラーチ ャ
ート

か ら選出する方法で 行 っ た 。 調査 に 用 い た慣用色名は，

「物体色 の 色名」 JISZ81021 ）
で とりあげ られ て い

る色名の 62．5 ％に あた る 105a で あ る （表 1 ）。 カ ラ ー

チ ャ
ートは有彩色144色 無彩色 9色 の 153色で構成 され

て おり，調査時の 光源 は C 光源 に 近 くな るよ う配 慮 し

た 。 ま た慣用色名 の 色 が 。議哉で きな い もの に 対 して は×

印 を乱 入 して も ら っ た。

　一方 ， 女子芋生 の 生 活え 剛 を 知 る た め の
一
『査 も行い ，

臼 ご ろの 関心 事 ， 生 活慧 度 に対す る考え や 興味，嗜好 色

などに つ い て 18の 負門項 目を設閥 し 5 段階評価法で 門う

た 。

3．　 集計及 び解析方法

　慣用色名の 忍識に つ い て は，105
’
覗 に 対 し153色 の どの

色票 に 反応 して い る か ，
ナ｝1純 本 計を 行 っ た。ま た 153 色

の 各色票 の 修 正 マ ン セ ル 値を ， 日本電 色 SZ 一
Σ］80で 測

色 した （表2 ）u

一
方，生活意 毳で は 各項目に 対 し， 1 〜

5 の 。十定尺度侑を与え，そ の 結果 を もと に 因子分析 （主

因子法，バ リマ ッ ク ス 回転 ， 鬥育値1．0 以上）で 基本的

囚子を抽出 した。また 留 られた各因子 に お け る 閃子得点

も求 め た 。

4．　 結果及び 考察

4，1　慣用色名の 反応色域

　単純集計結果 か ら，修正 マ ン セ ル 借 に よ る 105 語 の 慣

∫1」色名そ れぞ れ の 反応色域図 を作成 した （図 1− 3 ）。

図 は た て が反 Lし値 （％ ），横 が 反応色 の 三 1、SJ性で ， 色相，

明度，彩度の 順 に 反応値をプ n ッ ト した 。 また 図下部 に

JISZ8102 の 慣用 色 名表示値をプ ”
ッ ト し，反応色

域 と JIS 値を比 較で きる よ う配慮 した 。 凶左部 （ ）

の 数さは被洲査者 の 回答不
’
iJHE の 割合 を 示 した もの で あ

る e そ れ らを もと に，調 査 を 行 っ k105語 の 色名は 下 記

の 3 つ に大別 で きた 。

　　  慣用色名の 色域 が 、忍識 され て い る 色 名

　　  慣用色名の 色域 が あい ま い な 色名

　　  慣用色名の 色域が 認識され て い な い 色名

　  の 色域力 、忍識 されて い る色名は 70i　 1で ， こ れは調査

filp一 の 66．7 ％ に あ た る （図 1 ）。 図 1 − A の 色名は 色域

の 認 識度 が 鳰 く，B は そ れ に準ず る色名で あ る 。
　 A に属

す る色名は 図 1上 段 の ll欧 色 タ イ プで ， 反応 の 色域が 特

定の 色に 35％ 以上集中して 反応 し，口 答不可 能 の 割合が

少 な い もの で あ る。 ま た B に尸 す る色名 は図 上下段若卓

色 タ イ プ で ， 反応 の 色域が分散せ ず＿属陀の い ずれ に も

や や 集中す る 傾向がみ られ る もの，ま た は JIS 値 に近

一 13 一
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い と こ ろで 20％以上 集中反応 し， 回答不 可能 の 割合が多

くな い もの で あ る 。

　   の 色域があい ま い な色名 は 17語 で ，調査用語 の 16．

2％ に あた る （図 2 ）。 こ の 分類基準は ， き き よ う色 で

み られ る よ う に反 応 の 色域 が 三 属性の どれ か の 属性に や

や 集中 して あ らわれて い る もの ， ま た は回答不可能 の 割

合が 半数 に満たな い もの を色域 の あ い まい な 色 名 と し

た 。

　  の 色域が認識 されて い な い 色名は18語 で，調査用語

の 17・1 ％ に あた る （図 3 ）e 図 3 − D の 色名 は認 識 が 低

く， E は ほ と ん ど 認識 さ れな い 色名で ある。　 D の 基 準は

図 3 上 段 タ イ プ で 反 応 が 低 く，そ の 反 応 も分 散 して あ ら

わ れ て い る もの ，ま た は 回答 不 可 能 な 割合が 多 い もの ，

E は 回答不 可 能 の 割合 が大変高 い 80％ 以上 の も の と し

た。

4．2　慣 用 色名 の 反 応色 域 と JIS 値 の 比較

　図申 （1 〜3 ） の 各グル ープ （A 〜E ） を，さ らに タ

イ プ 別 に顕著 な反応順，また は反 応 の 傾向別 に分類 した

（表 3 − 1A ．2A ．1B ．2B ．3B ．IC ．2C ．1D ．IE− ）。表

表 1　 慣用色名

ロ ーズ

ス トロ ベ リ
ー

さん ご （珊瑚）色
ピ ン ク

桃色
紅梅色
紅 （べ に）色
ベ ビーピ ン ク

えん じ

すお う （蘇芳）
あか ね （茜）

朱色 （ノ竃
一
ミ嚇ン）

ス カ
ーレ ッ ト

サ ーモ ン ピ ン ク

あずき （小豆）色
え び （蝦）茶

か き （柿）色

かば （樺）色
れんが （煉瓦）色

さ び （錆）色
チ ョ コ レ ート色
コ コ ア 色

くり （栗）色
た い しゃ 色
ピーチ

らくだ 色

肌色

だ い だい （tvンy）
茶色 （ブラウン）
焦 げ茶 （ノt一ントアンバー）
あ んず （杏）色
みかん （蜜柑）色
か っ （褐）色

小麦色
こ はく色 （アンル ）

）吻畊
　
跚イ

ユ

（

色

）ザボ胃

色

（

）

色

子
）

芥

色
色

色

色
　
　
ン

）
色

　
［

鶯

茶

色
り

（
）

）
グ

［

リ

ド

牙

（
ム

ぽ

ヤ

ブ

色
す
抹
苔
ブ

ラ黄萌へ木萌（

色

ジ

色

ア

キ

わ

ン

（

し
一

ぽ

リ
一

ン

い

（
（
｝

色

ぎ

　

　

色

　

ン

）

ン
一

う

一

り

よ

リ

グ

し

グ

ド

く

ト

ル

ろ

ル

ラ

（

色
色

ン「勺ククツ

　

色
冖

）

）

ル

葱

戸

ブ

浅

納
ズ

（

（

イ

コ

色

ぎ

ど
コ

ン

茶
色
吹
一

土

ピ
一

ま
ロ

げ

ら

り

ん

ナ

リ

モ

ぐ
つ

け
リ

草

え

色
バ

メ

青

磁

竹

色
一

橋

さ

ん
一

ア

金

卵
山
べ

黄
セ

カ

ひ

ブ

象

か

ク

た

カ

オ

レ

う

ま

こ

オ

着
も
草
コ

エ

緑

青
青

鉄

ピ

新

あ

な

タ
シ

3 − 1A 〜工E は反 応が 高 い 順 で ある。特定 の 1色 も し く

はそ の 色 に類似 した もの に集中度が高い傾向 に あ る も

の ，中で も反応色が JIS 値 に近似 した色名を優先 に し

した 。 こ れ は慣用色名と色みが イ メ ージ しや すく， 認識

され て い る順 と も言 え る。

　特に ，表3 − 1A の 20語 の 色名は，JIS 値の 近 似 色

票 に 高い 反応を示 し，JIS 値 に近似した色票に 35％以

上集中 して 反応 して い る もの で ある 。 また，JIS 値を

中心 に した色域 の 周辺 の ts票 ICも反 応 はみ られ た が ， そ

の 頻度 は 少な い 。 元来，色名 は ある範囲 の 色域 を 指す も

の で あ るが
2）

， だい だ い ，肌 色，ワ イ ン レ ッ ド，山吹色，

きな （生成）り色，らくだ 色，ク リーム 色，あい （藍）

色，朱色 （バ ーミ リオ ン ）， ひ まわり色 な ど は，イ メ ー

ジす る色域 に 幅が な い 色名で ，色 み を か な り正 確 に 伝達

で きる とい え る （図 4− 1A ）。 こ れ らの 色名は，日 常

生 活 の 中で 色を よ くみ か け， 用 い られ る 頻度も多 く， J
IS 値 の 近似色 票 に 高 い 反 応 を示 した 。

　表3 − 2A の 12語 の 色名の 反 応 は， JIS 値 の 近似色

票に は そ れほ ど高 い 反 応 はせ ず，JIS 値 の 色域 の 周 辺

の 色票 に顕著に 反応 して い る （図 4 − 2A ）。 か らし（芥

子 ） 色 な ど は JIS 値は 3Y7 ／6で ある が ， JIS 値近

　　　　　　　　　 似 色 票 〔4 ．5Y6 ．1／6．5 （d8）〕

マ リン ブル ー

水色

空色 （Zhdブルー）
セ ル リア ン ブル

ー

ベ ビーブル ー　 　
’

あ い （藍）色

っ ゆくさ （露草）酋
コ バ ル トブル ー

は なだ色
るり （瑠璃）色
孳甘　（ネ

ービーブル
ー
　）

ぐん じょ う （群青）色
ききょ う （桔梗）色
ふ じ （藤）色

すみ れ 色 （バイ肋 ッD
はと （鳩）羽色

あや め

江戸紫

ラベ ンダ
ー

モ ーブ

ラ イラ ッ ク

古代紫
なす （茄子）紺
紫紺

ぼ た ん （牡丹）色
マ ゼ ン ダ
とき （鴇）色

桜色

ワ イ ン レ ッ ド

銀ねず （シルル グレイ）

きな （生成） り色

利休 ね ずみ （鼠）

チ ャ コ
ール グ レイ

ねずみ （鼠）色 ，
墨

に 対す る反応が 0 ％ に 対 し， 3．3

Y7 ．5／13．3 （v8 ） の 高典度 の 色

票 に 47．5 ％ の 高 い 反 応が み られ

た 。 こ の よ う に墨，レ モ ン 色，茶

色 （ブ ラ ウ ン ），ま っ （抹）茶色，

れんが （煉瓦） 色，か らし （芥

子 ） 色，こ け （苔） 色 な ど は JI

S 値 よ りや や 色域 が異 な る 色が 示

さ れ て い た。

　表 3 − IB の 12語 θ色名 は表 3

− ！ A の 反 応 傾向 に準 じ，JIS
値 の 近似色票 に ピーク が み られ

る 。
ベ ビ ーピ ン ク ， 黄土 色 （イ ェ

ロ ーオーカ ー），　くり （栗）　色，
コ コ ア色，卵色，ロ ーズ などで あ

るが 表 3 − lA ほ ど ， そ の ピーク

が 顕著 で はな い 。

　表 3 − 2B の 17語 は｝色名に 対

して 色をイ メ ージするもの の ， 個

人 差が あ り，そ の 反 応 は表 3 − 1
A の よ うに JIS 値近似色票 1色
へ の 集中で は な く，JIS 値 の近

似色票を中心に 近隣す る 3 〜4 色

で 平均的に反応 して い る （図 4 −

1B ）。 空 （ス カ イ ブル ー），サー

モ ン U
’

ン ク ， な す （茄 子）紺 ， 桃

色 マ リン ブル ーな ど で こ れ ら

は，色名で 色を伝達す る際 ， 受け

一
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色 名

　　　　　〔 ）由來

反 応色の％　（ ）κ  の トーンの 啗号　※ JlS 値に近低色

〔　 〕内」【s値に近似色 10％未溝

1 眺 以下の計
回答不可寧

だい だい αレンの　（棲｝ 83．3罵（v5 ）※ ユ5・匚男 LL 筅 1
肌色　　 　　　 （鋤 72．7冩（P5）※ 　U ．7 髯（lt6） 二5，1器 ・・5二 1
ワイ ンレ ッ ト　　 （飲） S　4．2K（dp24※　　2　0，7 器（▼24） 15．1男 ・刈

山吹邑　　　　 （植｝ 6　0．9、（v7 ）　※　　2　5．8瓢（y5） 12，35　 0蕩

きな （生成 り〉色 （鯉 5　5．9髫（ofr鴻 ）※　　1　3，昌薯（歯｝ 17．3慧 ユ3．4 篤

らくだ色　　 　   5　3．正罵（己6）　※　　1　5r2瓢（d薗） 24．6冨 5・2料
クリーム色 　　　  5　2．D耳（画）　※　　紅了．9髴（【t8）　　　　1　4r5匿（off闘 ） 監3．4瓢 2．2蓴

　 　 　 　 　 　 「

あい 〔蜘 色　　（撞｝ 5　2．0覧（dpL8）　※ 1　6r8辱く齔 L臼冫 28π糊 刈

朱色（か ミ鳴 ）　   51 ．4男（サ3）※　20 」罵（▼4》　　 13．4二（り2） 5．6 鮨 9，0慧

ひ まわり色 　　　（  50 ．3駅▼η ※　30．7罵（▼＄冫 匹5・a隔 4・o 冤

象 げ （牙）色　 　o脚 4　4」 黥（of 「弼〉※　　3　2鴻：【國） 15 ．5拓 7．駢
ア倒

一
）

ノ1壷 色　　　　 （槻 4
’
3r6竃（66｝　張　　　1　43 髴（d面） 35 ．2澪 7．邪

ベ ビーブル ー　 　（慰 4　2．5鱈（P16　灘　　24．D隊（4kΣ3） 20 」溺 二 2．8、

紅 （べ に）色　 （欄 3　9」覧（v2 ｝　※　　2　8，5解（▼i）　　　　　I　o．1潔〔dp6） 16．7鴛 5，3斗

えん じ （囲 旨）　 （麹 39 」 器（d，2｝※　　28 ．5瓢（d崗 ） 26 ，3ぢ 6，1郎

かき （械）色 　 （  38 ．5冨ζり5）　※　　23．5冤（u4 ）　　　　1　3吟4髯（サ3） 24 ．o 瓢 o．δ瓢

みかん （麟 ）色   i37・櫛 6）※ 3L3 耳（・5）　 25 ・1：  5，［犀　 0篝

畆 ；隴 　　  13
・・4 畑 ※ 2 且・8駅L・8） 正5・1〜  　

王 3 μ （協〉 6．i．障 6，2器

桜色　　　　　（植｝ 3　5．9慧（麟 冫※　　2　3，5鑑（聖t24）　　　1　2．B瓢（P2）　　　　　1　0r6男（off 祕 ） 14．正落 二．7メ

うぐいす （鴛）色 （瓰 3　6呷3蟹（dLO）※　　2　0，L髪（dρ10） 40，8瓢 2，3κ

畏 3− 2A

墨　　　　　   6　2，6瓢（麗i鹽O｝　2　皇．8簿（に O）　※ u ．7男 3．9

レモ ン色　　 　   5　了．0郎qt呂）　　1　8鴻鏨（Ψ8）　※　　　！　Or艮髯（協） 7．3篝 7．2篝

茶色 （方 卯 ）　　 （樋 5　5，9男（臨4）　　2　5」瓢（¢国〕　　1　2，3慧（己k6｝※ 5，6冩 1。2葺

まっ （採）斎色　 （蜘 5　2，0聾（dβ10＞　2　L3 二〔¢ kLO冫　　置　5君冤（d10）※
　　　　　　1

臼・8拓 o・6紹
れんが （煉瓦）色 （他｝ 4　8．0瓢ω叫＞　　20卩i冤（歔4）　　［　6r8簿（¢碑）　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　量．7 累（粛）　駒 量 o．6駕 4．5巽

か らし （芥子）色 （樹 4　7，5貰（78〕　　　工　8，4瓢〔77 ）　　　L　5．6ぢ（己聞，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　C芳　（d9）殉 且6．3餌 2．2葺
　　　　　　　　　．
こけ （苔）．色　 　（鰤 亀　5．3慧（dkユDコ　1　5．6 区（ごk取2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　3，4瓢（ごlD）週 29 ．6駕 9．5葺

水色 　 　 　 　 　 （自｝ 4　5．3芳（lt16，　：　6．3罵qt匸8）　1　6．3舅（Pユ5》※ 20 ．5、 0．6努

チ 3 コ レート色　 （餬 44 ．7男（dk4｝ 20 ，［覧（歔 21　　 　　　　　 　　　　　 　 〔5．o蟹（d  2〕※〕 34 ．6男 0．邸

紺 ⊂審＋ プの 　　  4　4．1寛（dp19，　3　7，4 驚（dk蘆8｝　※ 正5，監芳 3，4郎

ピン ク　 　 　 　 （  4　4r1髫（且t困 ）　　2　7．9匿（P2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　呂r4　耳く1し2）※〕 了 L5 冨 1．7男

紫継 　　　 　　（樋｝ 37 ，4 男（dk2  19．6耳（dk22｝※ 　16 ．8藩（dP2ω H ．6篤 14，5犀

M3 − lB

ベ ビーピン ク　 　（鋤

黄土色 （仁 oイーか 1 

くり （勳 色

コ コア 邑

艶

u 一ズ

ねずみ 面 ）色

録

さび （鯖）色

雇 （ふ じ）色

 
 
 
一
 一
 
一
働一
 一
伽
一
 

エ メラル ドグ リ
ー

冫 

江戸紫

3　3．0耳（p2）．※　　2　7．9髯（図 ｝　　　L　2．8露（p24 ）

3　【，3郎（d関）※　　　2ゴ5．！男（dp6》　　　且　且，2駕（d呂，

34 ．6冩（dk6｝※ 　！8．4駅 dk4》　 13 ．斜 （醐 ）

2　7r9瓢（dk4｝※　　2　6．3瓢（d髭2｝　　L　O，L耳（d騾 ）

2　6．呂髦qし8）※　　2　L2 髯（酪〕　　　且　5r2冤（off 綿 〕

3　4．S琿（7L｝　※　　　2　7，5鑑（v24 ｝

2　4甲δ覧（黷 〉※ 　　　！　4rO覧（隅 5｝　　　1　2β 瓢（2L8）

3　072軍（dp6》※　　　2　0．L冩（d鴻コ

2　0．7写（dk4〕※　　　1　5」　筅（d釣｝　　　1　1　2 駕（曲2，

2　2，9罵（Lt罰 ）　※　　2　3・L騒6t認 ｝

2　4．6瓢（bユ2〕※　　　1　2．8覧（b14〕　　　L　2£ 気（v 工3）　　　【　2p8、（1【E2｝　　　　：　ヱ辱7髪（714 ｝

（嚠 2L ・sx （d脚 ※

窪4．6 陽　L7 瓢

23 ．5男　9．gs

27 ，4M　6．2瓢

34 ．正x　I．7篝

30．2N　5．6駕

35 ．8建　L，7N

47．4 鷲　L7 瓢

L8 ■41　3i ▼1罵

35 ．8覧　17，3x

57 』 斗　 o器

23 ，IX　 2．2S

50 、8蔦 2 了酒 罵

一 17 一
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表 3− 2B

色 名
　　　　　（ ）由来

反応邑の％　 〔 ）Pじ  の トーンの 略号　※ JIS値に近似色
〔　 〕内 JES 徳に 近似色 LO ％未満

1飄
「

空色 （謝 ル ）　 （匐 工　9卩6鳬（b16）　　L　8r4男（bユ3）　　　　1　7，3髪（比」6）　　　】　5．1努G 口 8）　　　1　4、O 箔（PL6）来 13 ，銚 　 L．鰯 1
サーモ ンピンク　 （彫 2　7・9舞（艮！Z＞　　　1　8r4男（：【4）※　　　1　4．0髯〔詑｝　　　　　！　3r4舅〔図 ）　　　　　1　0．L鉦｛P2） M5 算 1．7髴　 i

　 　 　 　 　 　 　 …

1

なす （茄子）紺　 （樹
，　3　3『o隻（d盟 ）　　2　i・呂匿（己脚 ）　　　　1　2・3駕（dP2 ｝　　　　1　1・了箔【dp20）　　〔軌 5髯（蝦 ）殉　　1　圧　3・4筅　　7・3塔

亅

挑亀　　　　　 （植） 2　4枦6男qL餌）　2　4，0監（P2）　　　　　1　7・9覧（lt2｝※　　　L　詈r7瓢（P勿 ） 21．2男 0，6蕩

マ リンブル ー　　 （勣 2　5，7 、（blε，　　1　9，6覧（b16）　　　　1　9．B瓢（ヒ！8》　　　　匚　2．3躄（v17 ）　　　　〔7．3、（vユ5コ湘 20 ．邱 2．3斗

あずき 〔小豆）色  
　　　　　　　　　　　　　　　　F
3　2詬器（dp餌）　　2　5，7髦〔dp2）　　　　　1　9rO罵（dk2）※ 22，3琴 O，6瓢

ピーチ　　　　 （榊 2　呂・5渥（112）　　　1　6．2冤（図〉　※　　　1　4，5冨（1t4）　　　　　置　4．0男（尹2》 24 ，6簿 2．3 鴛

焦茶 （’」ン1アンル） （植｝ 2　2の9当（弖k6）　　2　B．1覧〔奩纈 ）　　　1　1．7X（己k4）　　　　1　0【6鰯（  ）　※ 12．3胃 22 ．4瓢

すみれ （聖） 亀　 （椥 2 α．1髴lb22）　 13 ．4駅v20 ｝　　 11 ．7双 u22 ）　　 10．1写（b20）　　 〔9．5 （ni ）※〕 を 3．5瓢 1．1男

蓉草色　 　　 　　（櫚 2　3．5彰〔y11 ｝　　1　5，5鱒（v！o）※ 　玉5．6冤（bユo） 44 ．2冤 1」慧

あかね （茜）色　 （鋤 2　3．5：（レ3）　　　2　2．9罫（￥2）　※ 33 ．0男 20 ，7罫

コ バ ル トプル
ー
　 （鉱） 2　6r8暫（v互8）　　　1　9rD冩（v17 ｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ア甲9瓢（bL8）潤 39 瀦 ．エ 5，駢

ブ ロ ン ド　　 　 （個 工　7．3男（閃）　　　　1　1．7 男（1t8，※　　　1　0，6罵（‘k6） 29 ．7罵 30，7κ

あや あ　　　 　 （植）1　5，6瓢（dp鉈 】　12 ，3 鑓（ma，　　　1　0．5 覧（v20 ）　　　　　　　　　　　　　 〔7．3M〔v2 ユ）鮒 45 ．3∬ ユ6，劉

銀ねず （鴻晒 イ） （鉱） 1　405短（hns）　10，6冩（ltg22）　　　三　〇，δ暫（Lt翩 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔6■正　胃価 ）期 55，4簿 82 芳

ぼた ん （牡丹）色 （掏 2　0．7篤（d吻 ，　正　1，7Z 〔ゆ ）※ 33 ．5芳 34 」覧

古腰 　 　 　 　 （砌 13．4駅dp22） ！2β冨ω盟）巌 352 ぢ 39 ，1翼

最 3 −3B

草色 　　　　　 （揃

べ
一

ジュ　　　 （動

緑青 （ろ（しゆ 色　（鋤

あんず （杏）色　 （櫛

カーキー　 　　　（遡

壁

22 ，3x（v12 ）

30 ．7鷺（d5＞

33 ．5瓢（v14 ）

20 ．1駅 叫 ）

22 ．3S 【d聞）

25 ．1覧⊂vl ）

工9、6男（vlG ）

t7．3X（pa〕

12 ．SM （vls）

L2．3＄（v5 ）

14 』 男（v臼）

19 ．6男（v2 ）

16 ．2髯〔vl1〉

工 4．0駅 08｝

1D．6駅dpΣ4）

ユ 1．7rl（v3）

1　G．59（曲8｝

1　0尸L封（dp12）

lo4 駅 サ6）

〔6rlx（diO）遡

〔6．了髯（田）鮒

〔1．7X〈d12）※〕

〔 ON （ltfi）※）

〔7．3男（dS）※〕

〔1r了觜（1t2＞昶

31r2毘　0．6 駕

32 ．4x5 ．6絹
3e．呂芳 12，呂N

35．9髯 8．9X
　 　 　 　 　 　 　 …

35，8郭　17．3Ml

43 ．6鷺　1　1，1S

ス トロ ベ リ
ー
　　（樋、26．郎 （且t26＞ 1 了．眺 （∀D ※　…7．駢 （サ2）　　 ≡0．6駅b2の 2 哩，δ冤 2．2寓

さん ご　　　　 （動 ．1　6．B髴（lt2＞　　1　6．8芳（P2）　　　　　1　2，3賢（卩脱 ）　　　　！　0・65〔図）　　　　　1　0，5冤〔毘）　※ 25 ．6諾 3，4耳

群青 巛 じ3う）色 　   2　5．1髴〔肱 18）　　2　0r王髴（dp且8＞　　　　L　Op1鼻（ヒ19）※ 3 δ，o窯 5，7藩

褒 3− 1C

青竹色　 　 　 　 （葡 工8．4蜘 工31 工2．邸 ゆ L2＞　　　 　　　　　 　　　　　 〔L1 鮒 U4 ）※〕 542 瓢 15 ．1髮

えび （嬪）茶 　 　 〔朗 1　5．5区（d函）　　1　2【8郎（d諺〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　7FB鎚（齠 ）昶 42，5瓢 29．1罵

コバ ル トグリ
ー

ン （遡 14 』覧（ザ13）　134 蝦 714）　　　　　　　　　　　　　　　 〔 8．4累（b12）※〕 55 ．4男 互 6．2、

カ ナ リヤ色　 　 　（財 1　8．4塔（Lt8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　8．9髫〔協）　駒 4B，5薯 33．0鋸

ききょ う （椿蚤色 階 1　2疊8駕（u20 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　7．3邦（v上9）鮒 6 三，5髯 25 ．7瓢

セ ルリア ンブルー（個 i1．7髯（b15｝※ 43．儲 44 ．鰯

オ リーブ 　　　 （植1 箪　1．2郎（ゆ冫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　4，5冤（dk8｝昶 4L9 鏨 46 ．9翼

ラベ ンダー　　 　（樋 1e．6駅1t22）※ 63 ．7舞 25 ．了髯

ライラ ッ ク　　 　 （橋 1　0，5覧〔P留）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔8P9瓢（1し2 ）　鮑 36．4瓢 53．0男

表 3− 2C

チ ャ コ ールグレ
ー（他｝

露草 （つ ゆ くさ）醐

〔s．gs（Cklo）※）

匸　0駅d  δ）※〕

〔7，3＃　〔脳 ））K）

〔6．TX （輒 5＞※〕

〔o．5s（bM 　※〕

〔5．6髯　（げユ8）　鞄

tg．ss （bユ6）※〕

［1．貰 （vn ）週

75．6髯 23．4難

76 ．5×　23 ．5髫

73，7X
’
26 ．3M

67．o鬻 33，e累

59 ．3 瓢 40 」汚

55「3瓢　447了器

52r5 瓢　47．5郎

52 ．5累　47 ．S覧
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色 名

　　　　　（ ）由来

〔　 〕」工S 値に

近儂色 10 、 未満

1 騰 以下の計

躑

色 名

　　　　　 （ ）由来

〔　 〕JIS億 に

近似色 呈眺 素満

1

鑞 睾
計 1

鉄色　　 　　 　 （鉱） 〔0、（dkgL4）　　渕 　　5　1．9芳　4　891瓢 納戸 （なん ど）色 （他 〔o．6塔　（dユ5）　遡 　　監　7P3覧　8　2」 篤

看牀 ねずみ （麓）休名｝ 〔3．4慧（照5＞※⊃ 48 ．o恩 51，4洋 あさぎ （浅懣）　　（揃 　〔0．6、 （b工5）※〕 15．部 83 ，2慧

こ‘まく宦》（了冫ノト）　（鋭島 〔7．8、 （‘5） ※ 〕43 ，3瓢 5 了，0洋 とき （鴇）　　　　 （動島　 〔0．6駁 R24）※〕　！4．0解 36 ．O瓢
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表 4　 JIS値 と 色駄 の 異な る 恨用 色名

疊　名　　　 逸れた方句 〔X は購 ）

か らし （芥チ）色　醐 　　　　　　　　×

ま っ　（掠）茶色　　高彩度、低可陟
れんが （瀬 ）色 高彩度
絶 聴 度

チ ョコ レ
ート色 轟彩度

一 度

草色　　　　　 高彩度　　　　　 X

へ
一丿ユ　　　　 やや高彩度 低明度

繍 （ら翰 ，）色 高彩度　 　 　 　 　 X

あ んす 〔杏）色 高彩度　 　 　 　 　 X

カ
ーキー やや届 彩度

紅梅色 高彩度　 　 　 　　 X

レモ 〆 色 慨彩度　 　　 　　 　X
さんご 低彩度　 　　 　　 　X
輩肖 （（んじη）色 低彫量、低明度

ス トロ ヘ リー やや低彩度

茶色 （カウの 色椙赤み

ヒノク 色帽卉紫み

糊 色裾青み
照 低彩度　　 　　 　　×

こけ （苔）色　　 低彩度

取 る相手 に よ っ て イ メー
ノ す る色 み の 色域に幅が み られ

る。

　表 3 − 3B の 草色，ヘ ー
ノ ユ ，緑 肖（ろ く しょ う）色 ，

あん ず （斉）色 ， カ ーキ ーな と 9 言もは表 3 − 2B よ りさ

ら に JIS 値 の 近似色票 へ の 反 応か 低く， JIS 値か ら

や や 離れたとこ ろ て色域 に広 が りをもっ て反 応 して い る

（図 4 − 2B ）。

　夷 3 − 1C ，2C は 色名に 対 して JIS 誇とか け離れ

た色 み に 反 応 し， また 集中す る 色宗 も少 な く，色名 と色

み か 認 識 しに くい 傾 向 が あ られ る。1C て は 有竹 色，え

ひ （暇） 茶，コ ハ ル トク リーノ な と，2C て は オ リーブ

ク リー／ ， ヒ ピ ア，チ ャ コ ール ク レ ー が っ （褐） 色な

と が こ れ に 含まれ る。

　表 3 − 1D ，1E は色 名か ら色 を イ メ ーノ しに くく，

回 答不可 能 の 割合が多数 を占め f 色名て あ る。 1D て は
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鉄色，利休ねずみ （鼠）， こ は く色 （ア ン バ ー），は と

（鳩）羽色な ど ，
lE で は納戸 （な ん ど）色，あ さ ぎ

（浅葱）， と き（鴇）色，モ ーブなどが含まれ る e こ れ ら

は 伝統色名や 染色，印刷業界で 用 い られ る色名で レ

ー般

に は全 く色名と色 み が結び つ か な くなり，認識 されて い

な い色名で ある 。

4．3　 JIS 値 と 色域の 異 な る 慣用色名

　105語 の慣用色名に 対す る反応色を JIS 伯：と比 較 し

た結果，JIS 近似色票 に高 い 反 応 が み られ た 色名と，

215

反応 は高 い が JIS 値 とや や 異 な っ た 色 票 に反応を示 し

て い る もの が あ っ た。そ こ で JIS 値 よ りゃ や異 な っ た

色域 に反 応 した 色名 （表3 − 2A ，3B ） の 21語 に つ い

て ，そ の 特徴をみ る 。

　表 4 は表 3 − 2A ， 3B の 色名が ， 三 属性 の ど の 属性

に異なりが大 きい かを ， ま とめ た もの で あ る。 ま た そ の

顕著な色 名を 図 に した の が図 5 − AaB で あ る。 図 5 −

A は JIS 値 よ り高彩度 1こ高 い 反 応 した ， か ら し（芥子）

色 ， 草色 ， あ ん ず （杏） 色 で，こ れ ほ ど顕警で は ない が

表 5　 因子分析結果

因子　　　　　　　　項　　目　　　　　　　　　　　　　　　　　　 固膚鱸　　　　　困子 名　　　　　　寄与串 （％）

　　　 1 日本 に古 くか ら伝わ る風 俗や習 ｛貰に醐心 が ある

1　　 2 外国の文化 に関心があ る 　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．88 　　　 文化的関心 往　　　　10 ．5
　　　 3 手工 芸的な織物や染色に関心がある

　　　 4 好愨 な色 は 明 る い 色 よ り暗 い 色で ある

2　　　5 聾き な色は派手な色より地味な色である　　　　　　　　　　　　　2 ．1 ユ　　　　色彩囓好性　　　　　　11 ．8
　　　6 好き な色 は 暖色系 の 色 よ り寒色系 の 色である

　　　7 人工 的なもの が好きである

3　　 8 化掌 繊維は 便利 で あ るの で よ く使う　　　　　　　　　　　　　1 ．49 　　　 人工 的志向性　　　　　8．1

　 　　 9 新 しい 物 には興味 をもつ

4　　10 物事に は積極的に取り組 む タイプで ある　　　　　　　　　　 1．62 　　　蟹極的活動往　　　　 9 。0
　　　11 畢 節の 移 り変わ りに敏 感で ある

5　　 12性格 は慎重 派で ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ．20 　　　 篌璽性　　　　　　　　　6 。7

　　 13 旅行に は よ く行 く

6　　 14 政治 ・経 濟の 動髫に 関心 があ る　　　　　　　　　　　　　　　　 1 。39 　　　 惰報行動性　　　　　　 7．？

　 　 15 読書 はよ くす る

　　 16 テ レ ビの コ マ
ー

シ ヤ ル をお もしろい と思 うこ とが よ くあ る

7　　17花 や木な ど植物に関心 がある 　　　　　　　　　　　　　　 1 。48 　　　 社会的関 心性　　　　 8 。2

8　 　18 鳥や動 物に 関心 があ る　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．23 　 　 　 動 物 へ の 関心 性 　 　 　 　6。9

累　績　寄　与　率　 （ ％　） 68 。9
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同 様 に 高彩度傾向へ 反 応 した色名は ま っ （抹） 茶色 ， れ

ん が （煉瓦） 色 ， 水色 ， チ ョ u レー ト色など12語 み られ

た。

一
方 ， 図 5 − B の レ モ ン 色，さ ん ご （珊 瑚）色 な ど

は低彩度傾向で あり， ピ ン ク，茶色 （ブ ラ ウ ン ） な どは

色相 の異な っ た傾向が み られた。 しか しこ れ らよ りも高

彩度 に反応す る傾向が 目立 ち，JIS 値 を 基準 にす る と

調査 用語 の ／1．4％ の 色名が高彩度 の 色 み に 結びつ い て 認

識され て い る。

4．4　生活意識 と慣用色名の 認識

　慣用色名の 認識は ， JIS 値を基準 とす る と，反 応 色

に 高彩度傾向が生 じて い る 。 こ れ は年齢差 ，生活 環 境 ，

生活 意 識 な ど の 相 違 が 影響 を あ た え て い る と思 わ れ る 。

そ こ で，慣用色名 の 認識 の 講 査 と並 列 して 被謝査 者 の 生

活意 識調査 を 実施 し，18の 質 問項目の 因子分 析 結 果 か

ら，探 って み た。表 5 は抽出さ れた 基本的因子， 8 因子

の 固有値及 び 因子名とそ の 寄与率 で ある 。 表 6 は冬項 目

に お け る バ リマ
ッ ク ス 回転後の 因子負荷量で あ る 。

　第 1 因子は ， 日本 の 風俗，習慣，あ る い は 外 国 の 文

化，手 工 芸へ の 関心 が 高 く，文化的関心 性 の 因子 と し

た 。 第 2 閃子は ， 好 きな色 に対す る明 る さ，派手さ，色

み へ の 評価が 高 く， 色彩嗜好性 の 因子とした 。 第 3 因子

は ， 人 工 的なもの ，化学繊維へ の 評価 が高 く， 人 工 的志

向性 の 因子 とした。 第 4 因子 は，新 しい もの へ の 興昧，

物事へ の 積極性，季節の 移り変 わ りに 対す る関心 へ の 因

子で ，積極的活動性 の 因子と した 。 第5 因子は，性格が

慎重 派 とす る評価 が 高 く， 慎重 性 の 囚子 と した 。 第 6 因

子は，旅行，読書，ま た政治，経済 へ の動きに対す る関

心 の 因子 で ， 情報行動性 の 因子とした。 第 7 因子 は，テ

レ ビ の コ マ ーシ ャ ル ，花木 へ の 関心 か ら社会的関心性の

因子 と した 。 第 8 因子は ， 鳥や動物 へ の 関心か ら， 動物

へ の 関心 性 の 因了 と した 。 第 1因子 か ら第 8因 子ま で の

表 7　 JIS 値と顔料色名の 比較

色名　　　J［S 値　　顔料の 色名※ J【S 値と※ 比較 反応色

だいだ い　5踉 6．5／132 ．5振 6．5！L4 近似 JIS 値に最も高い反応

肌色　　 5セ稲 〆5
’

珊 8燭 近似 JIS 値 に最も高い反応

山吹色 　 10Y眈 5／王3 切 刪 ／三3 近似 JES 値に最も高い反応

藍色 　　 2Pヨ3〆5　　2．5PB3／6 近似 JlS 値に最も高い反応

朱色 　　 6R5．5／L4　 7．5R5／14
　　　　　　　　　　　　　　　　 1

近似 JlS 値 に最も高い反応

みか ん 色 6ぞR5．5／工37 ．5皿マ〆14　　　 近似 」［S 値に 最も高い 反応

趾 色 1・蹴 51 臘 〆8i 近似 」［S 値に 高い反応

桃色　 聯 5．5／87 ．5騰 5〆引 齲 赤黔　　　　　　　　　　　　　　　　嘔 JIS値よ りやや赤 紫みに 反応

鯀 　 　跚 ／2　 跚 ／3　 1 近似 」【S 値よ りやや高彩度に反応

水色 　 　 6E巳μ　 　 7．5E7／9 高彩度 」【S 値よ り高彩度に反応

茶色 　 　 5YR3，5／4　 10設3、5／9 高彩度 」【S 値よ り高彩歴 に反応

群龍 　了．5PE3．5／11 刪 ．5／111 翻 J〔S 値よ り低彩度 に反応

レモ ン 色 BY9／12　　 3Y呂．5／13　　　 近似⊥ … 値よ り齷 ・鵬 　亅
※ぺ んてるクレ ヨ ン・サクラクレパ ス （20色）、サクラマ ッ ト水彩（12 色）、色名のMr／C

累積寄与率68．9％ で あ っ た。

　また，抽出された 8 因子 そ れ ぞ れ に 対する 被調査者の

因子得点 の 大 き さを もとに 慣用色名の 認識度 と基本的因

子 との 関連 に つ い て も検討 した。そ れ は ， 8 因子 そ れ ぞ

れ で 因子得点 の 高 い 被 調 査者 （1 ．0 以 上） と低 い 被 調

査 者 （− 1 ．0 以 下） の 反応色を ク ロ ス 集計 し，X2 検定

す る方 法 で 行 っ た。そ の 結果，特 に 各因子 で 有 意 性 は 認

め られな か っ た 。 例 え ば高 彩 度 化が 顕 著 に あ らわ れ た か

ら し色 （表4 参照 ）は， か らし本来 の 色 よ り人 工 着色料 の

色 に反 応 が 示 さ れ て い る。そ の た め，第 3 因子 （人 工 的

志向性） に おい て ，因子得点の 高さ に よ る有意差が生 じ

る と思 わ れ た が ， 有 意 性 （5 ％水準） は認 め られな か っ

た 。 ま た ，セ ピ ア ，る り色 な ど反 応 色域 が あ い まい な 色

名で は第 1 因子 （文化的関心 性）の 影響をうける もの と

推測 さ れた が ， 因子得点 の 差 に よ る有意性 （5 ％水準）

は認 め られ な か っ た 。

4，5 色 み の 認 識変化 と そ の 要因 に つ い て

4．5．1　 JIS 値 と 顔料 の 色 と の 比較

　被調査 者が よ く使 っ た と思われ る ク レ ヨ ン （20色）・

ク レ パ ス （20色）・水彩 （12色） に用 い られて い る 色 名

の 中で 本調査 用語 に と りあげて い る もの につ い て 測 色

し ， 表 7 に ま とめ た 。 3 種類 の顔料で い ず れ に も重複 し

て とりあげられて い る 色名 は三 属性 に顕著な差がない 場

合が多く， やや 差 が あ る もの に つ い て は平均値を もとめ

た 。 図 6 は そ れ らの 明度，彩度を比較 した もの で ある 。

だ い だ い ， 肌色 ， 山吹色 ， 藍色 ， 朱色 ， みか ん 色 ， 黄土

色 は JIS 値と顔料の 色が 近似 し，ま た本調 査 で JIS

値 の 近似色票 に顕著 に 反応があ っ た 色名 で もあ る 。 水

色，茶色 の 顔料の 色 は JIS 値 よ り高彩度で あ る が ， そ

の 色 は調査 で 高 く反応を示した 色票と，最 も似た 色 み で

あ っ た。水 色 や茶色 は色名の 由来す る物 の 色 と顔料 の 色

は異 な る が，顔料で 使わ れ る色名の 色 と本調査結果 と は
一

致 して い る。 ま た 桃色 で も JIS 値 の 近 似色 票 は5．4

R7 ．1／8．1 （lt2）だが，調査 で は赤紫 の 色相 に 高 く反応

し，こ の 5．8RP6 ．7／7．8 （lt24）も顔料 の 色名 の 色 に最

も近 い 色で あ っ た。群青色 は 発 色す る と，JIS 値 の 近

似色票 6．7PB3 ．9／12．　3（v19 ） ｝こ最 も近 い。 しか し ク レ

ヨ ン の み だが発色す る ク レ ヨ ン 自体 の 色 は 7・　5PB2 ／4

（dkl8 ） と低彩度で あ り，こ れ に 近似す る色票3，0PB

1．　7／4．　7 （dk18） に 調査 の 反 応 が 高か っ た。　 レ モ ン 色 に

つ い て は ，JIS 値 と 顔料 の 色 は近似 色で あ る が ，反 応

色 は低 彩度 に 反 応 が 示 され た。

　 こ れ らよ り，子 供 の 時か ら使用 して い る ク レ ヨ ン 等 に

書か れ た 色名は，色名の 学習 へ とつ な が っ て い る もの と

推 察 さ れ，生活 の 中で 密着 した顔料 は慣 用 色名を 認 識す

る上で ，大 きな 要因の
一

つ に な っ て い る と考 え られ る。

4．5．2　 31S 値 と 食 品 の パ ッ ケ ージ 色 と の 比較

　 カ ラ ー印刷技術が 高度化 した 今 日，パ ケ ージ に は巧 み
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図 7　 J 工 S 値と物体色パ ケージ色 の 比較 （2 ）
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図 7 　 JIS 値と物体色パ ケージ色 の 比較 （1 ）

に食品 の 色と関連させ た デ ザ イ ン が多 くみ か け られ ，そ

の 色が慣用色名の 認識 へ 影響を与えて い る と思われ る 。

　そ こ で 食品の 色 とそ の パ
ッ ヶ一ジ の 色の 測色を行 っ た

（図 6，図 7 ）。そ の 結果 ， からし （芥子）色，チ ョ コ

レ ート色，ま っ （抹）茶色 の 食品 の 色 は ， JIS 値 に近

似 して い る。 しか し， そ れ らのパ ヶ一ジ に使用 され る色

は，食品本来の 色 よ り彩度が誇張 され高彩度 に 表現され

て い る 。 また ， 色名 の 認識の 調査結果 か ら得 られ た 色域

とパ ッ ケ ージ で 使わ れて い る色域と は ， 反 応 が類似す る

結果 が み られ た 。 こ の ように 豊 か に カ ラー化 した 今 日 の

生活環境の 中に お い て ， 慣用色名は本来の 色 よ り印刷物

等 の 人工 的 な色 との 結びつ きが み られ ， 慣用色名の 認識

にそ の 影響が伺わ れ る。
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図 9　 色名の 色相分布

ll 　 l
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4．5．3 償用色名 と 記憶色 に つ いて

　慣用色名の 由来は勁物， 植物 ， 鉱物，飲食物，ま た は

人名 ， 地名などきわめて多様 で あ るが ， 慣用色名 は 物 の

色を具体的に結びつ け連想す る場合が多 い
3＞・4）。 そ の た

め，具体的事物と r記 憶色」 との かかわ りがあ る の で は

な い かと考えられ る 。

　Hellmig の 実験結果 に 「色相 に よ っ て 記憶 に 難 が あ

る」 「全般的に は，暖色 （黄か ら赤）系統 の 色 は，寒色

や紫系統に比較して 成績がよか っ た」
5）
とあ る 。

　そ こ で 調査用 語 105語を，20色相 に 分類 し図 9 に ま と

め 検討 した 。 認識され て い る色名 （図 1A ．　B ） の うち．

暖色系統 （5R 〜10Y ） は 41語 （58．6％） と 多く，寒色

や 紫系統 （5B ’− IORP ） は20語 （28，6％ ） と少な く，

暖色 系統 の 慣用色名は，記憶されや す い 傾 肉 が み ら れ

る。

一
方，あ い ま い ・認識 され て い な い 色名 （図 1 − 3

C ．D ．　E ） で も， 暖色系統 は 10語 （29．4％） と少 な く，

寒色 や紫系統 は15語 （42．8％ ） で 多か っ た 。 寒色 や紫系

統 の 色 相 は ， あ い まい ・認識 されて い な い 色名の 中に お

い て も， 暖色系統 よ り記憶が 鬮 難で あ る こ と が 伺 わ れ

る。
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　また記憶色 に つ い て Newha ！l，　 Burnham ＆ Clark

は 「記 憶色 が選 択的 に 把持され る ため に ， そ の 特 徴 的

色彩が強凋され る現象 だ 」
6〕 とあ る。慣 用 色名が，色 名

の 由来 の 物体色 に 近似する JIS 値 よ り高彩度傾向 に反

応す る傾向 が 11．4％ み られた 。 こ れは記 憶 色 が 繭 彩度に

誇張 され るパ
ッ ケ ージ の 色 と結び つ き，慣用色名の 認識

に 影 響 を 及 ぼ す要因 の
一つ と して 働 い た もの と考えられ

る 。

5．　 ま とめ

　色名 の 認識に つ い て ，慣用色 名に 対 し該 一一」す る色票を

抽出す る調 査 で は，次 の   〜  に 大別 で きた 。

　  日常生活 の 中で 用 い られ る頻度が 高 く， JIS 近 似

　色 に特 に、 い 反 応を示 した もの で ， イ メ ージ す る色域

　に幅がなく色み を か な り正 確 に 伝達で き る 色 名。

　  色名の 色を 大半 の 者が イ メ ージす るが ， 色みの 色域

　 に 幅がみられ る色名。

　  伝統色名や 染色，印刷業界 で 用い られ る色名で，一

　般 に は 全 く色名と色みが結び つ か ない 色名 。

ま た   で は JIS 値の 近似 d とや や 異 な っ た色域 に 反 応

を示 した もの が あ り，こ れ らは JIS 値よ り高彩度 に反

応す る 傾向があ っ た。

　生活 意識 調 査 で は 色名の 色域 の 認識 に 影響 を与え る要

因 に つ い て 8 因子が抽出 され た。そ の 累積寄与率 は68，9

％で あ っ た。ま た ， 各因子に おける 因子得点 の 高 い 被調

査 者 と低 い 被調 査者 の 認 rl我に は顕著な牽 は認 め られ なか

っ た 。

　色 域 の 認識に 捗響を与える要因 の
一つ に顔料に用 い ら

れ る色名が 考 え られ，調査 反 応色 は顔料の 色名に
一一

致す

る傾向が み られ た 。

一
方 ， 印刷技術 の 両度化 した 現在 ，

パ ッ ヶ一ジ に使 わ れ る色 も慣用色名の 色域に 影響を及 は

す と考 え られ る。そ れ らは彩 度がV ［

張 されて お り， 調査

結果 もそ の 傾向が 伺え た 。 ま た ，
　

S

己憶 色 は寒 色 系 よ り暖

色系 の 覚えが よ く，特徴 的色 彩 が 強 調 され る とい わ れ る

が，今回の 調査で も記憶色 と色名の 認識 に L嬉連す る傾向

が み られ た。

　慣用色名の 認 識 につ いて ， 今後は今回 の 研究結果を ふ

ま えな が ら世代間差 ， 性差 ， また は経年変化 な ど の 周通

を 課題 として とりあげて い きた い と考 え て い る。

　本研究 を終わ る に あた り， 貴重 な ご 助言を賜 りま した

共立女子大学，小林茂雄先生 に心 か ら感謝の 意を表 しま

す 。

　 な お，本研究は平成元 年度 日本家政学会第41回大会で

報告 したもの に ， さ らに検苛を加えまとめ た も の で あ

る。

3）尚学図畚粁 ：色 の 手帳　小学館 （1986）

4 ）福 田 邦夫 ： 口本 の 伝統色　読売新聞社 （1987）

5） 6） H 本色彩学会編 ： 色彩科学 ハ ン ドブ ッ ク　東京大

　　学出版会 （1980）
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